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＜連絡事項＞

· 本日月末につき、各部門で月報作成と、担当者は稼働率の入力をおこなう事。

· 栄養教室について、5/5までに各部門で話し合いを行い翌週に管理栄養士へ連絡･調整を行う。

· 本日北村奈美様見学予定だったが、見学を考えると緊張してしまい体調を崩し、昨晩夜間救急を受診した為、今回は見合わせると連絡あり。

· 赤坂　静子様～35歳・統合失調症の方。外来医よりデイケアを勧められ本日見学されている。目
　　　　　　　的としては、日中の活動の場の提供と気分転換が挙げられている。
　　　　　　　⇒　見学中の様子として、「他の人に見られていて、緊張する」と発言あり、１５
　　　　　　　　　分程見学して帰宅されている。感想として「自由な感じがした」と話されてい
　　　　　　　　　る。次回受診時に外来ｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰより再度声掛けを行うとのこと。

＜外来情報＞

· 村田　昭一様　～本日用事があると話され、ナイトケアを欠席する旨を主治医へ伝えている。

· 横町　浩様　　～将来的に就労したいことや、車の免許を取得したい事を話される。易疲労感につ
　　　　　　　　いて報告されている。

· 田澤　勝敏様　～マスクを着用して受診。「昨年も今の時期に風邪を引いた為、予防の為にマスク
　　　　　　　　をしている」と話される。

· 田名部　一樹様～腹部膨満感を訴えられている。排便にて改善する為連休中に下剤で改善したいと
　　　　　　　　下剤希望あり。外来医より残便感は下剤を使用してもあること、現在下剤を使用
　　　　　　　　しなくても排便コントロールが出来ている為、そのまま継続するよう説明あり、
　　　　　　　　処方変更は行っていない。

· 関　秀治様　　～外来医にたいして何か発言したそうな表情見られるが、特に訴えることなく診察
　　　　　　　　を終えている。交際相手に対する発言は聞かれていない。

· 川口　律子様　～頭痛は改善されたとの事で、特に訴えは聞かれない。
　　　　　　　　⇒　昨夕、同居人より日中に眼球上転があったこと報告受けている。

· 関口　禅様　　～気温が高くなってきた為、肩の痛みは改善されてきたと報告あり。

· 大釜　久直様　～昨日、日赤受診し注射施行してきたと多弁気味に報告して来られている。

＜利用者様情報＞

· 森田　清助様　（53）　統合失調症
昨日、連休の過ごし方について相談してこられ「夜行バス日帰りで横浜に行って美味しい物を食べてこようと思う」と話されている。スタッフから、金銭面を考慮するように説明すると、「じゃあ、ナイトケアに来ようかな」と話されている。

＜デイナイトケア利用者様・情報交換、対応検討＞

今野　容子様　(73)　統合失調症　合併症：糖尿病

○デイナイトケアでの様子

　プログラム参加せずに床へ座っていること多く、不参加であることが目立つ。又、最近の様子として、午後より急に不機嫌となる事あり、プログラムやデイナイトケアについての不満の訴え聞かれている。

○青風荘より情報提供

　帰荘後や通所へ出かける際に、通所スタッフに対する不満聞かれている。

○今後の対応

　・何が原因となって行動を起こしているのかを、本人と話し合う時間を設けて明確にする。

　・本人が周囲へ与える影響が大きい為、不安定な様子が見られる際には他メンバーとは環境を違え自己の振り返りを行えるように関わる。

　・他メンバーに対して口調が強くなることがあるが、本人の性格的な要因もあることをスタッフ各自が認識して接する事。

田中　正士様　（63）　統合失調症　　合併症：変形性脊椎症

○デイナイトケアでの様子

26日にプログラム終了後転倒されることあり。（事故内容は以下参照）

18時、プログラム終了後に椅子座位からの立ち上がり動作途中に前方にゆっくりと倒れこみ、床

上に両手をつき、その後膝をつく形で倒れている。スタッフが声掛けし、呼びかけに応答あり笑顔

見られているが、すぐには起き上がられず「しばらく休めば大丈夫」と答えている。血圧155/76mmHg、

脈拍57回/分であり、バイタルサインには異常見られない。外傷は見られず、本人様から身体的不調の訴えは聞かれていない。本人様より「休めば大丈夫」との話聞かれている。

約5分後に田中様が自力で起き上がり、椅子に座られる。その後不調の訴えは聞かれず、夕食は

全量摂取されている。また、レストランに移動の際には、スタッフよりゆっくりと歩かれるよう声

掛けしているが返答なく、スタッフを振り切るように先頭を切って足早にレストラン移動されていることが見られる。

青風荘当直職員に状態報告を行い、その後の経過観察依頼。変調や身体的訴えは聞かれていない

との事。

○今後の対応

・メンバー個々人の状態をも加味したプログラム作成及び運営を行っていく。

・プログラム実施中のみならず、終了後のメンバー個々人の状態にも留意していく。

・スタッフはメンバーの身体状況について把握しておく。

・メンバー全員にスタッフが付き添う事は不可能である為、事故の早期発見のためにもメンバーの様子には細心の注意を払う。転倒があった際には、確認を拒否するメンバーもいる為、事故後の変化を見逃す事のないように観察を行う。
稲垣　ふき様　（62）　統合失調症

○デイナイトケアでの様子

　スタッフへ「尻内の駅に行って電車の時間を調べたい。三沢に子供が住んでいるから何時の電車で行けば着けるかを調べたい」と話され、子供に関する発言が聞かれている。

○青風荘より情報提供

　・子供が一人三沢にいることは確かだが、本人が離婚すると同時に夫様が引き取っている為明確な所在については不明。

・本人が時折電話をしたり、手紙を出していた様子だが最近になり電話は不通となっている。手紙については、宛名不明にて戻って来ることはないが、本人の子供の手元に届いているかは確認出来ていない。

○今後の対応

　・本人より訴えの聞かれた際には、単独での外出は無理である事を説明する。又、御家族の住所は確認できない事を説明する。

　・訴えの内容については、青風荘へ情報提供行う。

浜飯　政昭様　（60）　統合失調症　合併症：糖尿病

○デイナイトケアでの様子

・16:30～17:00までの間で外来方面で歩いていかれることが多く見られている。前を見ることなく下を見て歩かれる為、先日歩いていった際には、病院前の車が後退している事に気付かず衝突しそうになる場面があった。

・プログラムへの参加状況として、不参加となることが目立ち「調子が良すぎて参加できない」「（プログラムに）出たら食事を増やしてくれるのか！」等の発言か聞かれ、26日夕食時には主食をおかわりしようとする姿が見られている。

○今後の対応

・休憩中に外来方面へ行こうとされた際には声掛けを行い、本人の行動については把握しておく事。

・ナイトケアメンバーと接触し食べ物や金銭のやりとりをしている事がある為、周囲のメンバーに対しても遣り取りは禁止である旨を説明しておく。

・食行動の異常に走る事がないように、休憩中には喫煙所付近に必ずスタッフが付くように心掛ける。

大野　友章様　（62）　統合失調症

○青風荘より情報提供

　・連休の外泊については御家族より今回は無理と連絡を受けていたが、先日再度連絡あり５/３～５までの予定で外泊へ行く事となっている。本人へは直前まで伝えない方針をとっている。

○デイナイトケアでの様子

　・連休中の出席については、「外泊に行くから来ない、そのまま帰って来ないかもしれないし」と話されている。

　・５月が近付くに連れて青風荘の退所について訴えることが多くなっている。

○今後の対応

　・退所について訴えがあった場合には、否定も肯定もせず聞き入れていく。

　・退所についてはご家族からははっきりとした返答はきかれていない為、決まり次第青風荘スタッフから本人へ伝える。

